
 2020 年 ( 令和２年 ) 年 1 月 3 日　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 第 54 号

1(　)

陽
気
ぐ
ら
し
世
界
へ
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　

新
た
な
年
が
幕
開
け

　

謹
ん
で
立
教
百
八
十
三
年
の
新
春
の
ご
祝
辞
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
縦
の
教
会
系
統
の
活
動
と
共
に
、
福
島
教

区
の
横
の
地
域
活
動
の
上
に
も
、
並
々
な
ら
ぬ
お
力
添

え
を
賜
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
人
事
変
更
の
時
期
と

な
り
、
４
月
１
日
か
ら
は
教
区
の
役
職
者
が
変
更
し
新

人
事
で
教
区
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
、
７
月
２
日
に
は
表
統
領
・
中
田
善
亮
先
生

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
教
会
本
部
の
親
心
と
教
区
管
内
の

皆
様
方
の
真
実
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
福
島
教
務
支
庁
の

新
し
い
教
職
舎
が
完
成
し
、
喜
び
心
一
杯
で
「
教
職
舎

開
所
式
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
婦
人
会
の
上
か
ら
は
、
本
年
４
月
19
日
に
「
婦

人
会
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
総
会
」
を
迎
え
る
に
当
り
、

５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
県
内
４
会
場
で
「
婦
人
会
員

決
起
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
更
な
る
実
動
を
誓
い
合

っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
台
風
19
号
の
影
響
を
受
け
県
内
各
地
で
甚
大

な
被
害
に
み
ま
わ
れ
、
各
地
で
救
援
支
援
活
動
を
進
め

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
10
月
29
日
か
ら
11
月
7

教会数　　122 ヶ所

布教所数　109 ヶ所

よふぼく数　3285 人

       （R182.8 末現在）

謹
賀
新
年

日
ま
で
は
被
害
の
大
き
か
っ
た
い
わ
き
市
へ
災
害
救
援

ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
隊
が
出
動
と
な
り
、
福
島
教
区
隊

も
救
援
活
動
に
と
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
一
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
用
の
上
に

ご
尽
力
ご
丹
精
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
か
わ
り

新
時
代
の
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
日
本
国
内
で
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
あ
り
、
世
界
に
目
を
移
せ
ば
様
々

な
問
題
が
生
じ
て
激
動
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
だ
す
け
を
目
指
し
、
ま
ず
は
足
元
か
ら
陽
気
ぐ

ら
し
の
輪
を
広
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
一
年
も
、
教
区
、
各
支
部
、
各
部
各
会
の
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
の
上
に
、
ご
尽
力
ご
丹
精
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
区
長　

平
澤
勇
一

　

２
月
29
～
３
月
１
日　

若
人
よ
ろ
こ
び
の
集
い

　

３
月
28
日　

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　

４
月
２
日　

福
島
教
区　

教
区
祭

　

４
月
18
日　

婦
人
会
創
立
１
１
０
周
年
パ
レ
ー
ド

　

４
月
29
日　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　

６
月
３
日　

婦
人
会
総
会

　

６
月
20
日　

基
礎
講
座
開
催
（
会
津
会
場
）

福
島
教
区
本
年
前
半
の
主
な
行
事
予
定
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災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊　

出
動

　

10
月
12
日
夕
方
に
静
岡
県
に
上
陸
し

た
大
型
で
強
い
勢
力
の
台
風
19
号
は
、

13
日
に
か
け
て
、
関
東
と
福
島
県
を
縦

断
し
、
各
地
に
記
録
的
な
豪
雨
を
も
た

ら
し
た
。
中
通
り
を
流
れ
る
阿
武
隈
川

を
は
じ
め
、
浜
通
り
で
も
多
く
の
川
が

氾
濫
。
県
内
24
河
川
・
50
カ
所
で
堤
防

が
決
壊
し
て
、
約
１
万
５
千
棟
の
住
宅

が
浸
水
し
た
。
さ
ら
に
、
相
馬
市
、
南

相
馬
市
、
新
地
町
や
、
い
わ
き
市
で
約

７
万
３
千
戸
が
断
水
し
た
。

　

管
内
の
教
会
で
も
、
渡
利
分
教
会
（
福

島
支
部
）
が
床
上
浸
水
、
猪
苗
代
分
教

会(

耶
麻
支
部
）
で
は
、
屋
根
の
一
部

損
壊
と
い
う
被
害
が
出
た
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
を
受
け
、
福
島
教
区

災
救
隊
（
生
江
一
行
隊
長
）
で
は
、
被

災
地
域
を
視
察
し
、
16
、
17
日
と
述
べ

18
名
が
本
宮
市
へ
出
動
し
、
浸
水
し
た

家
屋
の
家
財
道
具
な
ど
の
搬
出
を
行
っ

た
。
ま
た
、
災
救
隊
本
部
よ
り
給
水
車

２
台
を
借
用
し
、
19
日
よ
り
24
日
ま
で

磐
城
平
大
教
会
を
拠
点
に
、
い
わ
き
市

で
給
水
活
動
を
延
べ
25
名
で
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
28
、
29
日
に
は
、
渡
利
分
教

会
へ
出
動
、
4
名
で
復
旧
活
動
に
努
め

た
。

　

被
害
が
東
日
本
の
広
範
囲
に
及
ん
で

い
た
た
め
、
情
報
収
集
や
各
方
面
と
の

相
談
検
討
を
行
っ
て
い
た
災
救
隊
本
部

は
、
10
月
29
日
よ
り
い
わ
き
市
へ
出
動

を
決
定
。
磐
城
平
大
教
会
を
宿
営
地
を

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

29
日
夕
方
、
福
島
教
区
隊
を
は
じ
め
、

東
京
・
山
形
教
区
隊
約
50
名
が
大
教
会

に
集
合
、
結
隊
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

各
隊
の
代
表
者
が
翌
日
か
ら
の
作
業
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　

翌
30
日
は
朝
か
ら
実
動
と
な
り
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
平
窪
や
赤
井
、
小
川

地
区
、
さ
ら
に
遠
野
地
区
へ
出
動
。
浸

水
し
た
家
屋
の
畳
や
家
財
道
具
の
搬
出
、

床
下
の
泥
だ
し
、
災
害
ゴ
ミ
・
土
砂
の

搬
送
な
ど
を
行
っ
た
。

　

1
日
の
夕
方
か
ら
は
2
次
隊
の
神
奈

川
・
秋
田
教
区
隊
が
、
4
日
夕
方
か
ら

は
3
次
隊
の
青
森
・
北
海
道
教
区
隊
が
、

宿
営
地
に
入
り
、
引
き
続
き
救
援
活
動

中
田
表
統
領
先
生
、
田
中
本
部
隊
長
臨
席
の
も
と
、

第
3
次
隊
の
結
隊
式
が
行
わ
れ
た
。
（
11
月
4
日
）
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道の
教職員の集い

「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
に
２
名
参
加

　

10
月
19
日
（
土
）

～
20
日
（
日
）
、「
道

の
教
職
員
の
集
い

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
が
秋
田

県
横
手
市
の
「
ホ
テ
ル
ウ
ェ
ル

ネ
ス
横
手
路
」
に
於
い
て
開
催

さ
れ
、
22
名
が
参
加
し
た
。
福

島
教
区
（
古
川
善
一
代
表
世
話

人
）
か
ら
は
2
名
の
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
、
ま
ず
、
道
の
教

職
員
の
集
い
運
営
委
員
会
副
委

員
長
・
田
中
直
行
先
生
（
天
理

小
学
校
教
諭
）
が
講
話
を
行
っ

た
。
田
中
先
生
は
、
「
人
口
減

少
を
基
本
軸
に
今
後
の
教
育
政

策
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
」
「
Ａ
Ｉ
化
に
よ
り
、

仕
事
も
減
っ
て
き
て
い
る
。
し

か
し
、
小
学
校
の
先
生
の
よ
う

に
、
人
と
人
と
の
関
り
で
成
り

立
つ
仕
事
は
無
く
な
ら
な
い
。
」

と
現
状
を
述
べ
た
う
え
で
、「
今

後
、
子
供
た
ち
に
ど
ん
な
力
を

つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
」
「
道
の
教
職
員

は
、
教
会
と
い
う
パ
イ
プ
を
通

し
て
、
知
識
や
経
験
を
生
か
す

時
が
来
る
の
で
は
。
」
と
話
し
、

道
の
教
職
員
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
が
何
か
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
提
起
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
ね
り
あ
い
が
行
わ

れ
、
講
話
に
つ
い
て
や
会
員
増

と
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
各
教
区
の
活
動

状
況
・
課
題
・
展
望
に
つ
い
て

ね
り
あ
い
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
情
報
を
交
換
し
、
今
後
の

活
動
の
参
考
と
な
っ
た
。
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
情
報
交
換
を

も
っ
と
密
に
し
て
は
な
ど
の
声

も
あ
が
っ
た
。　
　
　
　
　
　

   

　
　

 

　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｕ
）

を
行
っ
た
。
4
日
に
は
表
統

領
・
中
田
善
亮
先
生
、
災
救

隊
本
部
長
・
田
中
勇
文
先
生

が
、
渡
利
分
教
会
を
慰
問
し

た
後
、
い
わ
き
市
の
現
状
視

察
を
し
た
。

　

6
日
夜
に
は
解
隊
式
が
行

わ
れ
、
7
日
は
宿
営
地
の
撤

収
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
8
日
間
の
実
動
で
、

延
べ
536
名
の
隊
員
が
出
動
、

23
件
の
被
災
住
宅
の
支
援
、

233
ト
ン
の
災
害
ゴ
ミ
、
土
砂

搬
送
を
行
っ
た
。
ま
た
、
10

月
29
日
か
ら
11
月
7
日
の
10

日
間
で
延
べ
135
名
の
婦
人
会

員
が
、
食
事
・
清
掃
等
の
受

け
入
れ
の
ひ
の
き
し
ん
を
つ

と
め
た
。

　

そ
の
後
、
福
島
教
区
隊
で

は
、
15
日
～
19
日
、
28
日
～

30
日
と
２
回
に
わ
た
り
、
磐

城
平
大
教
会
を
拠
点
に
、
い

わ
き
市
へ
出
動
。
本
部
隊
が

入
っ
た
が
作
業
完
了
で
き
な

か
っ
た
現
場
や
、
い
わ
き
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
「
天
理
教
災
救
隊

に
し
か
頼
め
な
い
」
と
い
う

現
場
に
入
り
、
災
害
ゴ
ミ
の

搬
送
や
家
屋
の
整
理
清
掃
な

ど
の
作
業
を
行
っ
た
。
８
日

間
で
延
べ
116
名
が
実
動
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｎ
）
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基礎講座

　

11

月

17

日

(

日)

、

二

本

松

市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、

「
天
理
教
基
礎
講
座
」
が
開
催

さ
れ
、
未
信
者
1
名
を
含
む
20

名
が
受
講
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

白
熊
繁
一
先
生
（
東
京
教
区
講

師
）
が
講
師
を
勤
め
ら
れ
、
ビ

デ
オ
と
講
話
を
通
し
て
、
基
礎

教
理
を
分
か
り
や
す
く
お
説
き

「
天
理
教
基
礎
講
座
」
（
二
本
松
会
場
）
開
催

厚生部

厚
生
部
研
修
会
「
発
達
障
害
者
の
基
礎
知
識
と

　
　
　
　

お
た
す
け
を
す
る
上
で
の
留
意
点
」
開
催

　

10
月
2
日
、
厚

生
部
（
二
瓶
善
一

郎
部
長
）
で
は
、

教
務
支
庁
で
研
修
会
を
開
催

し
、
教
区
役
職
者
を
を
は
じ
め
、

36
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
発
達
障
害
者
支
援

法
が
施
行
さ
れ
て
15
年
た
つ

が
、
ま
だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て

い
な
い
発
達
障
害
に
つ
い
て
啓

蒙
し
よ
う
と
、｢

発
達
障
害
者

の
基
礎
知
識
と
お
た
す
け
を
す

る
上
で
の
留
意
点
」
に
つ
い
て
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
研
修
と
な

っ
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
で
杉
岡
信
宏
先

生
は
、
「
発
達
障
害
は
生
ま
れ

つ
き
の
脳
の
障
害
で
、
病
気
と

は
異
な
る
」
と
し
た
上
で
、
発

達
障
害
の
種
類
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
た
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
い
い

か
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
お

話
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
「
お
た
す
け
を

す
る
上
で
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
。
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。　
　
　
　
　
　

（
Ｚ
・
Ｎ
）

下
さ
い
ま
し
た
。

　

今
春
、
人
事
が
変
わ
り
ま
し

た
が
、
「
来
て
い
た
だ
い
た
方

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
」
を
合
言

葉
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
ワ
ン
チ
ー

ム
で
３
回
の
開
催
を
無
事
つ
と

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
は
、
耶
麻
支
部

（
喜
多
方
市
）
、
安
達
支
部
（
二

本
松
市
）
の
２
カ
所
で
初
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
の

受
講
者
を
17
名
（
内
未
信
者
2

名
）
と
5
名
（
内
未
信
者
1
名
）
、

そ
れ
ぞ
れ
お
与
え
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
午
前
中
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を

行
う
な
ど
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の

育
成
に
も
努
め
ま
し
た
。

　

来
年
は
相
双
支
部
で
初
開
催

予
定
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で

開
催
さ
れ
る
の
で
、
布
教
の
手

立
て
と
し
て
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｋ
）
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婦人会

「
教
区
母
親
講
座
・
婦
人
の
集
い
」
開
催

　

去
る
11
月
30
日
（
金
）
、
福

島
教
区
婦
人
会
（
平
澤
栄
美

主
任
）
で
は
、
「
教
区
母
親
講

座
・
婦
人
の
集
い
」
を
福
島

教
務
支
庁
で
開
催
し
、
40
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
平
う
た
子
先
生
（
福
山
一
分
教

会
長
）
を
講
師
に
「
母
親
講
座
」
が
行
わ

れ
た
。
先
生
は
ま
ず
、「
子
供
の
数
が
多
く
、

賑
や
か
な
教
会
」
と
、
自
教
会
の
特
色
を

表
現
し
、
「
月
次
祭
の
時
に
教
祖
に
子
守
り

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
信
じ
て
お
つ

と
め
を
つ
と
め
て
い
る
」
と
話
さ
れ
た
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
は
、
中
学
生
に
な
っ
て

も
変
わ
ら
ず
に
教
会
に
寄
っ
て
く
れ
て
い

て
、
あ
る
時
は
、
親
に
代
わ
っ
て
子
供
た

ち
の
不
始
末
を
謝
罪
に
行
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
教
会
に

心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
の

は
、
そ
う
い
っ
た
丹
精
の
お
か
げ
な
ん
だ

ろ
う
と
思
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
「
お
た
す
け
の
時
も
、
「
何
と
か

こ
の
人
を
」
と
思
い
立
ち
、
無
理
な
願
い

を
教
祖
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
お
受

け
取
り
い
た
だ
い
た
。
か
ぐ
ら
づ
と
め
の

理
、
日
々
お
つ
と
め
の
理
を
基
本
に
、
神

様
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
日
々
の
通

り
方
を
努
め
て
い
る
。
」
と
話
を
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
、
寒
い
中
で
し
た
が
、

勇
ん
で
教
務
支
庁
周
辺
で
神
名
流
し
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
お

楽
し
み
ビ
ン
ゴ
を
楽
し
ん
だ
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
片
付
け
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
解
散
と
な
っ
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｅ
・
Ｈ
）
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 耶麻支部

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催

　

耶
麻
支
部
（
齊

藤
容
久
支
部
長
）

で
は
、
10
月
6
日

（
日
）
、
新
河
沼
分

教
会
に
お
い
て
、
「
よ
う
ぼ
く

成
人
講
座
」
を
開
催
し
、
24
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

近
藤
直
光
先
生
（
湖
大
成
分
教

会
長
）
で
し
た
。
今
ま
で
同
じ

支
部
内
講
師
の
話
を
聞
く
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
逆
に
新
鮮

　春の学生おぢばがえり

　　３月 26 日（火）～ 29 日（金）

　26 日　８時 教務支庁発―おぢば着

　27 日　観光（ＵＳＪ）、前夜祭

　28 日　式典、直属アワー

　　　　夜　天理発

　29 日　７時 教務支庁着

　参加費　２万６千円

　宿　泊　津詰所

天理教婦人会創立 110 周年記念

第 102 回総会

4月 19 日（日）　午前 10 時

本部中庭、南・東礼拝場前、西境内地

【記念行事】
・「パワー結集！よろこびのパレード」

　　　4月 18 日（土）　夕づとめ後

・講演会「陽気ぐらしへ向かう道」

　　　4月 19 日（日）午後 1時

　　　　第 2食堂、第 3食堂

　　　　東講堂、東右第 1講堂

　　　　天理教校学園高校講堂

　　　　敷島詰所講堂

　　　　天理大学杣之内第 1体育館

に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
す
っ
き
り
解
決
！

不
足
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
々

の
生
活
の
中
で
つ
い
つ
い
出
て

し
ま
う
不
足
の
心
を
ど
の
よ
う

に
治
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
に

つ
い
て
共
に
考
え
ま
し
た
。
受

講
者
は
班
別
の
お
し
ゃ
べ
り
タ

イ
ム
な
ど
で
真
剣
に
他
の
方
の

話
に
耳
を
傾
け
、
自
身
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
講
師
の
話
を
真
剣

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

不
足
の
原
因
は
実
は
自
分
の
心

に
あ
り
、
自
分
が
変
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
不
足
に
思
っ
て
い

た
こ
と
が
喜
び
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

上
は
90
歳
か
ら
下
は
18
歳
ま

で
年
齢
幅
が
あ
り
、
若
い
人
が

話
し
に
く
そ
う
に
感
じ
ま
し
た

が
、
全
体
と
し
て
は
よ
い
成
人

講
座
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｎ
）

　福島教区「よろこびの集い」

　2月 29 日（土）～ 3月 1日（日）

　参加対象　16 歳から 41 歳までの男女

　参加御供　1,000 円

　内　　容　教区長先生のお話、

　　　　　　お楽しみ交流会、

　　　　　　おつとめ練習、など


